
東
日
本
大
震
災
を
機
に
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ド
ナ
ル
ド

@
キ
ー
ン
さ
ん
が
日
本
永
住

を
決
意
し
た
こ
と
は
、
多
く

の
人
に
勇
気
を
与
え
た
。
日

本
に
深
い
愛
情
を
注
ぐ
キ
ー

ン
さ
ん
を
日
本
研
究
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
4
年

次
の
1
9
4
1年
9
月
、
角

耽
催
と
出
会
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
数
週
間
は
た
っ
た
一

人
の
受
講
生
の
た
め
に
「
日

本
思
想
史
」
が
講
じ
ら
れ

た。
在
米
生
活
が
中
心
だ
っ
た

こ
と
や
自
ら
積
極
的
に
著
作

を
も
の
さ
な
か
っ
た
た
め

に
、
一
般
に
は
角
田
柳
作
の

名
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
角
田
は
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
「
日
本
学
」

小
樽
商
科
大
学
教
擾

荻
野

の
基
礎
を
築
き
、
キ
1
ン
さ

ん
ら
を
育
て
る
と
い
う
、
文

字
ど
お
り
太
平
洋
の
架
け
橋

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

1
8
7
7
(
明
治
叩
)

年
、
群
馬
県
勢
多
郡
の
赤
城

山
麓
(
現
在
の
渋
川
市
)
の

米
時
挫
で

農
家
の
次
男
と
し
て
角
田
は

生
ま
れ
る
。
東
京
専
門
学
校

角
田
柳
作

(
1
8
7
7
1
1
9
6
4
)

究
制
博
士
課
程
修
了
。
文
学

博
士
。
専
攻
は
日
本
近
現
代

史
。
著
書
に
『
戦
後
治
安
体

制
の
確
立
』
『
多
喜
二
の
時

お
ぎ
の
・
ふ
じ
お
氏
H
H
昭
代
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
』

和
お
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
『
太
平
洋
の
架
橋
者
角
田

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
柳
作
』
な
ど
が
あ
る
。

富
士
夫

ら学詣
に刺虫
学で集
び坪 ω
、内早
卒迫稲
業遥田
後や大
は大学
民西)
友祝E文

日

中
学
校
長
と
な
り
、
移
民
教

育
の
改
善
と
充
実
に
尽
力
す

る
。
高
等
女
学
校
の
創
設
や

学

A
U
基

社
な
ど
に
勤
務
し
、

1
8
9

9
年
に
は
京
都
真
言
宗
連
合

高
等
中
学
林
で
教
鞭
を
と
り

つ
つ
、
真
言
宗
を
中
心
に
学

ぶ
と
と
も
に
、
宗
教
全
般
に

も
深
い
関
心
を
も
っ
た
。
福

島
中
学
@
仙
台
一
中
で
英
語

・
倫
理
学
を
教
え
た
後
、

1

9
0
9年
、
本
願
寺
ハ
ワ
イ

教
糾
書
編
纂
に
も
あ
た
っ

た。

1
9
1
4
年
に
は
仏
教

宣
伝
書
『
英
文
真
宗
大
意
』

を
刊
行
し
て
い
る
。

羽
歳
に
な
っ
て
「
ア
メ
リ

カ
ニ
ズ
ム
」
を
学
ぶ
た
め
に

ア
メ
リ
カ
本
土
に
渡
り
、
ジ

ョ
ン
・
デ
ュ

l
イ
に
魅
か

れ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
聴

講
生
と
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
日
本
人
会
書
記
長
と
し

て
生
活
の
糧
を
得
る
な
か

で
、
排
日
移
民
問
題
に
直
面

し
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
相

互
理
解
の
不
足
を
痛
感
し
た

角
田
は
、
日
本
人
会
書
記
長

の
職
を
辞
し
て
、
日
本
の
文

く
と
い
う
盛
り
沢
山
の
構
想
を

も
っ
「
日
本
文
化
学
会
」
の

創
設
が
め
ざ
さ
れ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
社
会
・

総
領
事
館
な
ど
か
ら
も
支
援

を
得
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
社

会
に
も
発
信
さ
れ
、
共
鳴
者

を
管
匂
。
こ
の
企
て
を
日
本

で
は
『
中
外
日
報
』
が
お
年

6
月
に
「
日
本
文
化
を
米
国

に
宣
伝
」
と
報
じ
、
さ
ら
に

設
立
趣
意
書
を
「
文
化
情
報

局
の
創
立
に
就
て
」
と
し
て

掲
載
す
る
。

1
9
2
7年
か
ら
お
年
に

か
け
て
、
資
料
収
集
と
資
金

募
集
の
た
め
日
本
に
一
戻
っ
た

角
田
は
大
学
・
新
聞
社
な
ど

に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
京
都

な
ど
も
回
り
、
旧
知
の
仏
教

関
係
者
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
難
航
し
た
も
の
の
、
一
ニ

菱
の
岩
崎
小
弥
太
が
強
力
な

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
こ
と

東
京
と

N
Y
に
日
米
文
化
学
会
設
立

化
的
事
業
の
紹
介
@
普
及
に

後
半
生
を
捧
げ
る
こ
と
を
決

意
す
る
。
1
9
2
6年
頃
か
ら
角
田

の
奔
走
が
始
ま
っ
て
い
る
。

当
初
、
「
小
形
の
日
本
博
物

館
、
展
覧
会
、
陳
列
所
」

「
小
形
の
日
本
図
書
館
」
「
特

種
の
教
団
」
「
文
化
情
報
開
」

も
あ
り
、
お
年
3
月
、
東
京

で
「
日
米
文
化
学
会
」
が
設

立
さ
れ
る
。
そ
の
直
後
、
日

本
仏
教
連
合
会
は
各
宗
派
ヘ

「
日
米
文
化
学
会
を
援
助
す

べ
く
仏
画
、
仏
像
、
文
献

の
提
供
」
を
要
請
し
て
い
る

(
『
中
外
日
報
』

1
9
2
8年

4
月)。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
っ
た

角
田
は
1
9
2
9年
7
月、

ア
メ
リ
カ
側
の
日
米
文
化
学

会
の
設
立
を
果
た
す
。
約
7

千
冊
の
図
書
は
暫
定
的
に
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
図
書
館
が
受

け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

角
田
は
「
人
間
の
他
国
他
種

の
文
化
に
対
す
る
純
真
の
興

味
と
あ
こ
が
れ
と
は
、
論
理

化
さ
れ
、
哲
学
化
さ
れ
た
宣

伝
説
教
よ
り
も
、
実
物
、
モ

ノ
其
自
体
に
具
わ
る
不
言
不

語
の
大
説
法
に
因
る
こ
と
が

多
い
」
(
『
中
外
日
報
』

1
9

2
9年
6
月
)
と
い
う
確
信

を
も
っ
て
い
た
。

3
年
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
や
議
会
図
書
館
か
ら
の
要

望
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
恒
久
的
一

に
移
管
さ
れ
、
「
日
本
文
庫
」
一

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一

た
。
角
田
の
身
分
も
「
日
本
一

文
庫
」
主
事
兼
「
日
本
研
究
一

施
設
」
の
講
師
と
し
て
確
定
一

し

た

。

一

こ
の
「
日
本
文
庫
」
拡
充
一

の
た
め
、
角
田
は
1
9
2
9
一

年
、
認
年
、
お
年
、
お
年
に
一

日
本
に
一
戻
り
、
資
料
収
集
に
一

あ
た
っ
た
。
お
年
末
に
は
1
一

万
3
千
冊
、
犯
年
に
は
2
万一

5
千
冊
と
増
加
し
、
「
日
本
了

国
外
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ン
@
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
最
高
の
二

つ
」
と
評
価
さ
れ
た
。
口
歳
一

ま
で
「
日
本
文
庫
」
主
事
を
一

務
め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
一

と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
一

お
け
る
「
日
本
学
」
の
基
礎
一

を
築
い
た
。
現
在
は
ケ
ン
ト
一

・
ホ
lル
の
C
-
V
-
ス
タ
一

i
東
亜
図
書
館
と
し
て
発
展
一

し
て
い
る
。




